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令和４年１０月北信広域連合議会定例会会議録（第１号） 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

北信広域連合告示 第４号 

令和４年１１月４日（金） 中野市豊田支所大会議室に開く。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

令和４年１１月４日（金） 午後２時３０分開議 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 議事日程（第１号） 

 １ 開 会 

 ２ 会議録署名議員指名 

 ３ 会期等の決定 

 ４ 議案第 １号 令和４年度北信広域連合養護老人ホーム事業特別会計補正予算 

（第１号） 

 ５ 議案第 ２号 令和４年度北信広域連合特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算 

（第１号） 

 ６ 議案第 ３号 令和３年度北信広域連合一般会計歳入歳出決算認定について 

 ７ 議案第 ４号 令和３年度北信広域連合養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

 ８ 議案第 ５号 令和３年度北信広域連合特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 本日の会議に付した事件 ……… 議事日程に同じ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 出席議員 次のとおり（２２名） 

  ２番 笠 原   豊 議員  １３番 川久保 政 弘 議員 

  ３番 白 鳥 金 次 議員  １４番 原 澤 年 秋 議員 

  ４番 岸 田 眞 紀 議員  １５番 徳 竹 栄 子 議員 

  ５番 松 樹 純 子 議員  １６番 髙 野 良 之 議員 
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  ６番 石 田 克 男 議員 １７番 髙 木 尚 史 議員 

  ７番 芦 澤 孝 幸 議員  １８番 上 倉 敏 夫 議員 

  ８番 桑 原 武 幸 議員  １９番 西 方 功 文 議員 

  ９番 山 﨑 一 郎 議員  ２０番 萩 原 由 一 議員 

 １０番 阿 部 光 則 議員  ２１番 髙 山 祐 一 議員 

 １１番 松 野 繁 男 議員  ２２番 渋 川 芳 三 議員 

 １２番 西 澤 一 彦 議員  ２３番 青 木 正 道 議員 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 欠席議員 １番 江 田 宏 子 議員 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 次のとおり 

 事務局次長補佐兼総務係長  冨 田 訓 宏  副 主 幹  常 田 新 吾 

 保険福祉係長  佐 藤 智 弘  主 任  宮 沢 照 美 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 説明のため議場に出席した者の職氏名 次のとおり 

 広 域連合長  湯 本 隆 英 幹    事  笹 岡 博 人 

 副広域連合長  江 沢 岸 生 幹    事  藤 木 利 章 

 副広域連合長  宮 川 幹 雄 事 務 局 長  秋 元 正 幸 

 副 管 理 者  竹 内 敏 昭 事 務局次長  小 林 英 春 

 監 査 委 員  齋 藤   保 望岳荘施設長  武 田 彰 一 

 会 計管理者  酒 井   久 いで湯の里施設長  鈴 木 隆 夫 

 幹    事  柴 本   豊 菜の花苑施設長  髙 山   浩 

 幹    事  鈴 木 靖 史 ふるさと苑施設長  月 岡 篤 志 

 幹    事  小 林 広 行 てるさと施設長  栗 岩 康 彦 

 幹    事  丸 山 寛 人  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 （開 議）      （午後 ２時３０分） 

（開会に先立ち、冨田事務局次長補佐が本日の出席議員数及び説明のために出席した者の職

名を報告する。） 

 １ 開 会 
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議長（青木正道君） ただいま報告のとおり、出席議員数が定足数に達しておりますから、本

議会は成立いたしました。 

 これより令和４年１０月北信広域連合議会定例会を開会いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあります議事日程第１号のとおりでありますから、

ご了承願います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（青木正道君） 初めに、連合長から挨拶があります。 

 連合長。 

（広域連合長 湯本隆英君 登壇） 

広域連合長（湯本隆英君） 本日ここに、令和４年１０月北信広域連合議会定例会を招集いた

しましたところ、ご出席をいただきまして、厚く御礼を申し上げます。開会に当たりまして

ご挨拶を申し上げます。 

 さて、１０月初旬には新型コロナウイルス感染症の新規感染者数と病床使用率は落ち着き

を見せたものの、その後再び上昇が続き、１０月２０日には全県に「医療警報」が発出され、

北信圏域では県の感染警戒レベルが「レベル４」に引き上げられました。また、１０月

２８日には感染警戒レベルの基準が見直され、北信圏域では現在「レベル４」の感染が拡大

している状況であり、対策、呼びかけとして重症化リスクの高い方は感染リスクが高い場面、

場所では十分注意することを、事業者等はガイドラインの遵守を徹底することとされており

ます。 

 広域連合の施設運営におきましては、施設内で集団感染が発生しないよう職員全員が感染

対策を徹底し、また、入所者やその家族の皆さんにもご協力をいただきながら、施設内の感

染予防に努めてまいりました。 

 今後も、引き続き感染対策を続けるとともに、これから季節性インフルエンザ感染症が流

行する時期でもありますので、施設で安全で安心した生活をしていただけるよう、より一層

努めてまいります。 

 また、施設の入所者及び職員の新型コロナワクチン接種につきましては、市町村のご協力

により、９月までに４回目のワクチン接種を完了しております。今後も市町村の協力をいた

だきながら、円滑に追加接種ができるよう進めてまいりたいと考えております。 

 さて、経済動向では、９月の内閣府の月例経済報告で、景気は穏やかに持ち直していると

の見方を示しており、今後の先行きにつきましても、景気が持ち直していくことが期待され
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るとあります。 

 しかしながら、世界的な金融引締め等が続く中、海外景気の下振れが我が国の景気を下押

しするリスクとなっている。また、物価上昇、供給面での制約、金融資本市場の変動等の影

響に十分注意する必要があるとされています。 

 当広域連合の財政運営につきましては、依然として財政調整基金の依存度が高くなってお

り、今後はさらに厳しい財政状況となることが想定されることから、より一層適正な予算執

行に努め、地域住民のサービスの維持向上を図ってまいりたいと考えております。 

 本日提案いたします議案は、補正予算案２件、決算認定３件の５件であります。よろしく

ご審議をいただきますようお願い申し上げまして、挨拶といたします。よろしくお願いいた

します。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ２ 会議録署名議員指名 

議長（青木正道君） 日程２ 会議録署名議員の指名をいたします。 

 会議録署名議員については、会議規則第８７条の規定により、議長において、 

 ２番 笠原豊 議員 

 ３番 白鳥金次 議員 

 を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ３ 会期等の決定 

令和４年１０月北信広域連合議会定例会運営日程 

会期:令和４年１１月 ４日（金）～ 

１１月１０日（木）  

月 日 曜日 時 間 会 議 摘  要 

１１月 ４日 金 午後２時３０分 本会議 
開会、会議録署名議員指名、会期等の決

定、議案提案説明 

 ５日 土  休 会 土曜日のため 

 ６日 日  〃 日曜日のため 

 ７日 月  〃 議案審査のため 

 ８日 火  〃 議案審査のため 
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 ９日 水  〃 議案審査のため 

１０日 木 午後２時 本会議 議案質疑、一般質問、討論、採決、閉会 

 

議長（青木正道君） 日程３ 会期等の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期については、お手元に配付いたしました令和４年１０月北信広域連合議会

定例会運営日程（案）のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（青木正道君） 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期については、運営日程（案）のとおりと決しました。 

 なお、監査委員から報告がありました例月出納検査の結果は、お手元に配付いたしてあり

ますので、ご了承願います。 

 議事に入る前に、以降議案の「北信広域連合」の部分については省略をさせていただきま

すので、ご了承願います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ４ 議案第 １号 令和４年度北信広域連合養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号） 

 ５ 議案第 ２号 令和４年度北信広域連合特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第 

１号） 

議長（青木正道君） 日程４ 議案第１号 令和４年度養護老人ホーム事業特別会計補正予算

（第１号）から日程５ 議案第２号 令和４年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算

（第１号）までの、以上議案２件を一括して議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 連合長。 

（広域連合長 湯本隆英君 登壇） 

広域連合長（湯本隆英君） 議案第１号 令和４年度北信広域連合養護老人ホーム事業特別会

計補正予算（第１号）について。なお、以降議案の「北信広域連合」の部分につきましては、

省略させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 本案につきましては、補正総額１，３３５万６，０００円を追加し、補正後の予算総額は

１億８，１６２万８，０００円となります。 

 歳入につきまして主なものを申し上げます。１款介護保険事業収入では、介護サービス利

用者の増により、１４２万３，０００円の増額、２款分担金及び負担金では、老人保護措置
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費負担金の増により４８３万６，０００円の増額、５款繰越金では、令和３年度決算に伴い

７０９万７，０００円の増額であります。 

 歳出につきまして主なものを申し上げます。１款民生費１項てるさと事業費のうち、人事

異動などに伴う人件費等で８８３万９，０００円の減額、需用費で電気料５２０万

８，０００円の増額、扶助費で入所者入院日用品費３２万２，０００円の増額であります。

２項財産管理費では、財政調整基金積立金１，６６６万５，０００円の増額であります。 

 次に、議案第２号 令和４年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて。 

 本案につきましては、補正総額９５８万６，０００円を追加し、補正後の予算総額は

１７億８，２１１万９，０００円となります。 

 歳入につきまして主なものを申し上げます。５款繰越金では、令和３年度決算に伴い

１，７７３万３，０００円の増額であります。 

 歳出につきまして主なものを申し上げます。１款民生費１項特別養護老人ホーム事業費の

うち、望岳荘事業費では、人事異動などに伴う人件費等で４０万２，０００円の減額、需用

費で電気料８４２万１，０００円の増額、委託料で人材派遣委託料２３４万９，０００円の

増額であります。 

 いで湯の里事業費では、人事異動などに伴う人件費等で１，８３６万９，０００円の減額、

需用費で電気料４００万円の増額、委託料で人材派遣委託料３７０万１，０００円の増額、

工事請負費で７０万４，０００円増額であります。 

 菜の花苑事業費では、人事異動などに伴う人件費等で８１８万２，０００円の減額、需用

費で電気料５５０万５，０００円の増額であります。 

 ふるさと苑事業費では、人事異動などに伴う人件費等で１，１３５万８，０００円の減額、

需用費で電気料６００万円の増額であります。 

 てるさと事業費では、人事異動などに伴う人件費等で５７５万４，０００円の減額、需用

費で電気料７６９万２，０００円の増額、人材派遣委託料等の委託料で９９万１，０００円

の増額であります。 

 ２項財産管理費では、財政調整基金積立金１，４２３万６，０００円の増額であります。 

 以上、２件を一括してご説明申し上げました。よろしくご審議をお願いいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ６ 議案第 ３号 令和３年度北信広域連合一般会計歳入歳出決算認定について 
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 ７ 議案第 ４号 令和３年度北信広域連合養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 ８ 議案第 ５号 令和３年度北信広域連合特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

議長（青木正道君） 日程６ 議案第３号 令和３年度一般会計歳入歳出決算認定についてか

ら日程８ 議案第５号 令和３年度特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてまでの、以上議案３件を一括して議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 連合長。 

（広域連合長 湯本隆英君 登壇） 

広域連合長（湯本隆英君） 議案第３号 令和３年度一般会計歳入歳出決算について。 

 本案につきましては、歳入総額１億６，２３７万８，５２７円、歳出総額１億

５，８４０万１，３３０円で、歳入歳出差引３９７万７，１９７円の剰余であります。前年

度と比較いたしますと、歳入では９２．３％の減、歳出では９２．５％の減となりました。 

 次に、議案第４号 令和３年度養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算について。 

 本案につきましては、歳入総額１億７，０３６万１，４１３円、歳出総額１億

６，０２６万３，８４０円で、歳入歳出差引１，００９万７，５７３円の剰余であります。

前年度と比較いたしますと、歳入では４７．７％の減、歳出では４８．８％の減となりまし

た。 

 次に、議案第５号 令和３年度特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算について。 

 本案につきましては、歳入総額１７億６，７１９万１，７７９円、歳出総額１７億

１，５４５万５，７６７円で、歳入歳出差引５，１７３万６，０１２円の剰余であります。

前年度と比較いたしますと、歳入では９．９％の減、歳出では９．１％の減となりました。 

 以上、３件を一括してご説明申し上げました。詳細につきましては、決算書及び事業実績

並びに主要施策成果説明書をご覧ください。 

 細部につきましては、事務局長及び各施設長から補足説明いたしますので、お願いいたし

ます。 

 なお、監査委員による決算審査につきましては、お手元に配付してあります意見書のとお

りであります。審査意見を十分反映させ、今後の連合運営のさらなる適正化に努めてまいり

ます。よろしくご審議の上、認定いただきますようお願い申し上げます。 
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議長（青木正道君） 続いて、事務局長及び各施設長において補足説明がありましたら願いま

す。 

（事務局長 挙手） 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） 初めに、議案第３号 令和３年度一般会計歳入歳出決算認定につき

まして、連合長説明に補足してご説明申し上げます。以後着座にて説明をさせていただきま

す。 

 決算書の事項別明細書でご説明いたします。８ページをお願いいたします。事業実績並び

に主要施策成果説明書につきましては３ページからであります。 

 歳入につきまして主なものを申し上げます。１款分担金及び負担金は収入済額１億

２，５４４万２２３円で、主なものは組織市町村からの分担金であります。なお、市町村ご

との分担金につきましては、決算書の２６ページに記載させていただいております。 

 ２款財産収入は、収入済額７６６万６，８６６円で、地域振興基金の基金運用利子収入で

あります。 

 ３款繰入金は収入済額２，２５９万円で、特別会計からの繰入金１，４５０万

５，０００円のほか、１０ページになりますけれども、財政調整基金繰入金８０８万

５，０００円であります。 

 ４款繰越金は収入済額６４６万７，０３４円で、前年度からの繰越金であります。最下段

の歳入合計は１億６，２３７万８，５２７円であります。 

 次に、１２ページをお願いいたします。歳出の主なものを申し上げます。１款議会費は支

出済額３８万３，１６６円で、議員報酬のほか経常経費であります。 

 中段の２款１項１目一般管理費は支出済額７，５１６万２９９円で、職員人件費のほか、

１４ページでは事務局における需用費、委託料等の経常経費であります。 

 １６ページをお願いいたします。中段の２目企画費は支出済額４１２万７，５８３円で、

主なものは、広域連合広報紙の印刷代のほか広域案内看板の修繕料、地域振興事業補助金と

して各市町村への補助金などであります。 

 １８ページをお願いいたします。下段の３款民生費１項１目介護保険総務費は支出済額

１，４６０万１，５２７円で、職員人件費のほか、２０ページになりますけれども、経常経

費であります。２目介護認定審査会費は支出済額１，９３８万２，７１９円で、主なものは

介護認定審査会委員報酬のほか、２２ページをお願いいたします。要介護認定支援システム
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に係る経費などであります。 

 ２４ページをお願いいたします。２項１目老人ホーム解体事業費は支出済額３４３万

２，０００円で、本年度解体工事を実施しております旧老人ホーム高社寮の解体設計業務委

託料及びアスベスト調査業務委託料であります。 

 ３項１目老人ホーム用地返還事業費は、支出済額４６５万３，０００円で、旧老人ホーム

千曲荘の閉所に伴い、同施設の敷地内である下水内中部土地改良区から占用しておりました

水路の原状回復工事設計監理業務委託料及び原状回復工事費であります。 

 ４款１項１目保健衛生総務費は支出済額３，３８８万５，８００円で、病院群輪番制病院

運営事業補助金で、北信総合病院及び飯山赤十字病院の休日・夜間の診療に対する補助であ

ります。 

 最下段の歳出合計は１億５，８４０万１，３３０円であります。 

 一般会計につきましては以上であります。 

（てるさと施設長 挙手） 

議長（青木正道君） てるさと施設長。 

てるさと施設長（栗岩康彦君） それでは、決算書２９ページからお願いいたします。議案第

４号 令和３年度養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算につきまして、補足して説明申

し上げます。 

 決算書３６ページをお開きください。主な内容につきまして説明を申し上げます。なお、

事業実績並びに主要施策成果説明書は９ページからです。 

 最初に歳入について主なものを申し上げます。１款介護保険事業収入の収入済額につきま

しては、１項１目１節施設介護サービス費で３，９３４万５，５６１円、２項１目１節利用

者負担金で８２万２，０２３円、合計４，０１６万７，５８４円であります。介護保険の特

定施設としての保険者及び利用者負担金でございます。 

 ２款分担金及び負担金の収入済額につきましては、１項１目１節で１億１，６３５万

３，７３２円であります。定員６５名の利用者に係る市町村からの組織負担金であります。 

 ３款寄附金につきましては、収入済額１００万円で、旧高社寮に入所していて亡くなられ

た方のご親族が養護老人ホームてるさとで使ってほしいということで寄附を頂いたものでご

ざいます。 

 次に、決算書３８ページから４０ページとなりますが、８款県支出金は収入済額４万円で、

新型コロナウイルス感染症サービス継続支援事業費補助金でございます。 
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 次に、決算書４２ページ、歳出について主なものを申し上げます。１款民生費１項１目管

理費は支出済額１億１，３６５万７，４３２円です。一般職及び会計年度任用職員を合わせ

た人件費のほか、施設の維持管理費等を支出しました。 

 定例的な支出のほかに特徴的な部分を申し上げます。４７ページ、備考欄１７節をご覧く

ださい。令和３年度は旧高社寮で使用していて、リースアップした公用車を補充したもので

ございます。 

 次に、同じページの２目生活費は、支出済額３，０８７万９，７１５円です。主に居住施

設の維持、食事の賄い材料等を支出しました。 

 次に、４８ページ、２項１目てるさと事業費は、４０４万９，０００円、２目旧高社寮事

業費は５４７万９，６５２円、３目旧千曲荘事業費は６１９万７，９７１円、合わせまして

１，５７２万６，６２３円を財政調整基金へ積立てを行ったものでございます。 

 養護老人ホーム事業特別会計については以上でございます。 

（望岳荘施設長 挙手） 

議長（青木正道君） 望岳荘施設長。 

望岳荘施設長（武田彰一君） 決算書５１ページ以降、議案第５号 令和３年度特別養護老人

ホーム事業特別会計歳入歳出決算につきまして、補足して説明を申し上げます。 

 決算書５８ページをお願いいたします。望岳荘関係の主な内容について説明を申し上げま

す。なお、事業実績並びに主要施策成果説明書は１３ページからであります。 

 ５８ページの歳入について主なものを申し上げます。１款介護保険事業収入の収入済額に

つきまして、保険者負担金では１項１目１節２億９，３５５万１，３０２円、１項２目１節

１，３０８万５，５２７円、６０ページ利用者負担金では、２項１目１節で６，９１９万

３，１１６円、２項２目１節で５１４万３，４８３円、合計で３億８，０９７万

３，４２８円でありました。定員９１名の一般利用者及び定員５名の短期利用者に係る保険

者及び利用者からの負担金であります。 

 次に、決算書６６ページ下段、７款県支出金につきましては、特別養護老人ホーム５施設

合わせて収入済額３６万円、新型コロナウイルス感染症サービス継続支援事業補助金であり

ます。 

 ６１ページに戻っていただきまして、収入未済額２８万１，０６１円につきましては、令

和３年度における施設介護及び短期利用者それぞれ１名分の負担金が収入未済となっていま

す。出納計算期間には間に合いませんでしたが、既に全額負担をしていただき、現在は滞っ
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ていない状況であります。 

 次に、決算書７０ページ、歳出について主なものを申し上げます。１款民生費１項１目望

岳荘事業費は、支出済額３億８，４８８万１，７７２円です。主に一般職及び会計年度任用

職員を合わせた人件費のほか、施設の維持管理費、食事の賄い材料等を支出しました。 

 定例的な支出のほかに特徴的な部分を申し上げます。７５ページ備考欄をお願いいたしま

す。下段の１４節工事請負費では、平成３０年度から進めています利用者の居室エアコン設

備更新工事で、令和３年度は多床室２部屋、個室５部屋を行い、このほかには高圧電気設備

の更新と故障による厨房のエアコン設備の更新を行いました。 

 同じページの１７節備品購入費では、開設以来２０年を過ぎる業務用洗濯脱水機と厨房の

オーブンそれぞれ１台を更新しています。 

 次に、１０２ページ、２項１目財産管理費の望岳荘事業費では、財政調整基金へ８４６万

７，０００円の積立てを行ったものです。 

 望岳荘からは以上であります。 

（いで湯の里施設長 挙手） 

議長（青木正道君） いで湯の里施設長。 

いで湯の里施設長（鈴木隆夫君） 続きまして、補足の説明を申し上げます。決算書のいで湯

の里関係の主な内容につきまして申し上げます。なお、事業実績並びに主要施策成果説明書

は１８ページからになります。 

 歳入について主なものを申し上げます。５８ページをお願いします。１款介護保険事業収

入の収入済額につきましては、１項介護給付費保険者負担金の１目２節いで湯の里費で２億

２，９３４万３９０円、同項２目の居宅介護サービス費収入２節では３，０３９万

７，４７７円であります。 

 ページが変わりまして６０ページをお願いします。２項利用者負担金の１目２節で

５，０２０万８，７７１円、さらに６２ページになりますが、同項２目２節で１，０２８万

７，８０２円となり、合計は３億２，０２３万４，４４０円であります。定員７０名の一般

利用者及び定員１０名の短期利用者に係る保険者及び利用者からの負担金であります。 

 次ですが、決算書７６ページをお願いします。歳出について主なものを申し上げます。

１款民生費１項２目のいで湯の里事業費につきましては、支出済額３億３，２９７万

６，５７３円です。主に一般職及び会計年度任用職員を合わせた人件費のほか、施設の維持

管理費、食事の賄い材料等を支出いたしました。 
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 定例的な支出のほかに特徴的な部分を申し上げます。８３ページの備考欄にございます

１４節工事請負費をお願いします。令和３年度工事の主なものとして、大型衣類乾燥機を蒸

気式から電気式に変更するための洗濯室電気設備改修工事１８７万円、居室の２部屋分のエ

アコン更新工事１１８万８，０００円、管理棟の女子トイレと多目的トイレの洋式化工事

５０万４，９００円などを行いました。また、同じ８３ページの１７節備品購入費では、電

気式乾燥機２台、送迎車１台、昇降式介護浴槽１台、介護ベッド４台などを購入いたしまし

た。 

 次に、１０２ページです。２項財産管理費の２目いで湯の里事業費は、財政調整基金へ

３００万円の積立てを行ったものであります。不用額に６１３万８，０００円とありますの

は、財政調整基金繰入金を当初予算額から大幅に減額させようと歳出の切り詰めを図りまし

たが、灯油代高騰などにより思うように進まなかったことから積立金の調定額確保には至ら

ず、さらにその積立金額の確定が年度末にずれ込んでしまったことからの計上であります。 

 いで湯の里分につきましては以上であります。 

（菜の花苑施設長 挙手） 

議長（青木正道君） 菜の花苑施設長。 

菜の花苑施設長（髙山浩君） では続きまして、決算書５８ページにお戻りいただきまして、

菜の花苑関係の主な内容につきましてご説明を申し上げます。なお、事業実績並びに主要施

策成果説明書は２３ページからとなっております。 

 まず、歳入について主なものを申し上げます。１款介護保険事業収入の収入済額につきま

しては、１項１目施設介護サービス費収入は３節の菜の花苑費で２億２３万２，０３８円、

２目居宅介護サービス費の収入は、３節で１，７８６万９，７２２円でございます。 

 ６０ページをお願いいたします。２項１目施設介護サービス利用者負担金につきましては、

３節で４，６０７万９，５４５円、続いて６２ページをお願いします。２目居宅介護サービ

ス利用者負担金につきましては、３節で６５１万１，７４９円でございます。合計で２億

７，０６９万３，０５４円となったものでございます。定員６２名の一般利用者及び定員

８名の短期利用者に係る保険者及び利用者からの負担金でございます。 

 なお、２項２目３節の収入未済額４万円につきましては、令和３年度における短期入所利

用者１名の負担金で、２月分８万４，８８３円のうち４万円が未納となったものでございま

す。なお、未納額につきましては、令和４年６月１０日に全額入金済みで、以後未納はござ

いません。 
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 次に、８２ページをお願いいたします。歳出について主なものを申し上げます。１款民生

費１項３目菜の花苑事業費は、支出済額３億７０６万５，４５８円でございます。主に一般

職及び会計年度任用職員を合わせた人件費のほか、施設の維持管理費、食事の賄い材料等を

支出しました。 

 定例的な支出のほかに特徴的な部分を申し上げます。８９ページ備考欄をお願いいたしま

す。１７節備品購入費でございますが、令和３年度は経年劣化に伴い汚物除去機１台、業務

用洗濯機１台、介護ベッド１台の更新を行い、家庭用全自動洗濯機１台につきましては、年

度途中に故障し使用不能となったため、新たに購入したものでございます。 

 続いて１０２ページをお願いいたします。２項財産管理費の３目菜の花苑事業費は、財政

調整基金へ８２１万円の積立てを行ったものでございます。 

 菜の花苑につきましては以上でございます。 

（ふるさと苑施設長 挙手） 

議長（青木正道君） ふるさと苑施設長。 

ふるさと苑施設長（月岡篤志君） 続きまして、決算書５８ページをお願いいたします。ふる

さと苑関係の主な内容につきまして説明を申し上げます。なお、事業実績並びに主要施策成

果説明書は２８ページからです。 

 歳入について主なものを申し上げます。１款介護保険事業収入の収入済額につきましては、

１項１目４節で２億３，０７１万３，２８４円、１項２目４節で１，３０１万４，８２５円、

６０ページの２項１目４節で５，４７０万４，９２１円、６２ページの２項２目４節で

５２１万２４３円、合計３億３６４万３，２７３円であります。定員７１名の一般利用者及

び定員４名の短期利用者に係る保険者及び利用者からの負担金であります。 

 戻りまして、５９ページの施設介護サービス費収入の収入未済額２１万９，１２１円につ

きましては、令和４年３月に入所された方が要介護度区分変更を申請されていたため、その

分が遅れて納入となったもので、現在未納はありません。 

 次に、決算書８８ページ、歳出について主なものを申し上げます。１款民生費１項４目の

ふるさと苑事業費は、支出済額２億９，０８１万１７４円です。主に一般職及び会計年度任

用職員を合わせた人件費のほか、施設の維持管理費、食事の賄い材料等を支出いたしました。 

 特徴的な部分を申し上げます。９５ページの備考欄の下段になります。１４節工事請負費

をご覧ください。老朽化してきたエアコンを計画的に更新するため、食堂と居室５部屋、合

わせて７台の更新工事を行いました。その下の１７節備品購入費では、リースアップした車
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両の買上げ、老朽化してきた介護ベッド、除圧マットレス、車椅子を更新のため購入したも

のであります。 

 次に１０２ページ、２項４目ふるさと苑事業費は、財政調整基金へ１，３１０万

８，０００円の積立てを行ったものであります。 

 ふるさと苑については以上であります。 

（てるさと施設長 挙手） 

議長（青木正道君） てるさと施設長。 

てるさと施設長（栗岩康彦君） それでは、戻っていただきまして、決算書５８ページをお願

いいたします。てるさと関係の主な内容につきまして説明を申し上げます。なお、事業実績

並びに主要施策成果説明書は３３ページからです。 

 最初に歳入について主なものを申し上げます。１款介護保険事業収入の収入済額につきま

しては、保険者負担金では１項１目５節で２億６，４８１万７，８３５円、６０ページにな

りますが、１項２目５節で１，５１３万２，０８７円、利用者負担金では２項１目５節で

６，５２４万２，７７８円、６２ページになりますが２項２目５節で５２８万３，５１４円、

合計３億５，０４７万６，２１４円であります。定員９０名の一般利用者及び定員６名の短

期利用者に係る保険者及び利用者からの負担金でございます。 

 ６１ページに戻っていただきまして、利用者負担金の収入未済額５０万６，７０４円につ

きましては、平成２８年度から２９年度における利用者１名と、３年度分の利用者１名の負

担金でございます。過年度につきましては、令和元年度に裁判所で訴状を提出し、その後和

解に代わる決定により分割納付となっておりまして、毎月１万３，０００円の返済を受けて

おり、令和６年４月まで返済が続く予定となっております。３年度分の１名、１７万

２，４１８円につきましては、１０月で納入となりまして現在は解消となっておりますが、

現年度分につきましても未納がありますため、引き続き電話や面談等により未納の解消を

図ってまいりたいと思っております。 

 次に、決算書９６ページ、歳出について主なものを申し上げます。１款民生費１項５目て

るさと事業費は、支出済額３億４，５９０万６，２３７円です。主に一般職及び会計年度任

用職員を合わせた人件費のほか、施設の維持管理費、食事の賄い材料等を支出しました。 

 定例的な支出のほかに特徴的な部分を申し上げます。１０１ページ備考欄、１７節をご覧

ください。令和３年度は利用者が使用するエアーマット１台を購入したところでございます。 

 次に、１０２ページ、２項５目てるさと事業費６１３万７，０００円、同じく６目旧千曲
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荘事業費１，４８９万３７８円、合わせて２，１０２万７，３７８円を財政調整基金へ積立

てを行ったものでございます。 

 以上であります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（青木正道君） 以上をもちまして本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 （散 会）      （午後 ３時１１分） 
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令和４年１０月北信広域連合議会定例会会議録（第２号） 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

北信広域連合告示 第４号 

令和４年１１月１０日（木） 中野市豊田支所大会議室に開く。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

令和４年１１月１０日（木） 午後２時開議 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 議事日程（第２号） 

 １ 議案質疑 

 ２ 一般質問 

 ３ 討論、採決 

 ４ 閉 会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 本日の会議に付した事件 ……… 議事日程に同じ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 出席議員 次のとおり（２１名） 

  １番 江 田 宏 子 議員 １３番 川久保 政 弘 議員 

  ２番 笠 原   豊 議員  １４番 原 澤 年 秋 議員 

  ３番 白 鳥 金 次 議員 １５番 徳 竹 栄 子 議員 

  ５番 松 樹 純 子 議員  １６番 髙 野 良 之 議員 

  ６番 石 田 克 男 議員 １７番 髙 木 尚 史 議員 

  ７番 芦 澤 孝 幸 議員  １８番 上 倉 敏 夫 議員 

  ８番 桑 原 武 幸 議員  １９番 西 方 功 文 議員 

  ９番 山 﨑 一 郎 議員  ２０番 萩 原 由 一 議員 

 １０番 阿 部 光 則 議員  ２２番 渋 川 芳 三 議員 

 １１番 松 野 繁 男 議員 ２３番 青 木 正 道 議員 

 １２番 西 澤 一 彦 議員   

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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○ 欠席議員 ４番 岸 田 眞 紀 議員 ２１番 髙 山 祐 一 議員 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 次のとおり 

 事務局次長補佐兼総務係長  冨 田 訓 宏  副 主 幹  常 田 新 吾 

 保険福祉係長  佐 藤 智 弘  主 任  宮 沢 照 美 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 説明のため議場に出席した者の職氏名 次のとおり 

 広 域連合長  湯 本 隆 英 幹    事  丸 山 寛 人 

 副広域連合長  江 沢 岸 生 幹    事  笹 岡 博 人 

 副広域連合長  富 井 俊 雄 幹    事  藤 木 利 章 

 副広域連合長  宮 川 幹 雄 事 務 局 長  秋 元 正 幸 

 副 管 理 者  竹 内 敏 昭 事 務局次長  小 林 英 春 

 監 査 委 員  齋 藤   保 望岳荘施設長  武 田 彰 一 

 会 計管理者  酒 井   久 いで湯の里施設長  鈴 木 隆 夫 

 幹    事  柴 本   豊 菜の花苑施設長  髙 山   浩 

 幹    事  鈴 木 靖 史 ふるさと苑施設長  月 岡 篤 志 

 幹    事  小 林 広 行 てるさと施設長  栗 岩 康 彦 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 （開 議）      （午後 ２時００分） 

（開会に先立ち、冨田事務局次長補佐が本日の出席議員数及び説明のために出席した者の職

名を報告する。） 

議長（青木正道君） ただいま報告のとおり出席議員数が定足数に達しておりますから、本議

会は成立いたしました。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしてあります議事日程第２号のとおりでありますか

ら、ご了承願います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 １ 議案質疑 

議長（青木正道君） 日程１ これより議案質疑を行います。 

 なお、発言に際しては、議案に係る質疑についてのみとし、回数は、同一議題について
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３回までとなっております。また、最初に幾つの質問を行うか、質問の数を述べてから質問

に入っていただきますようお願いいたします。 

 議案第１号 令和４年度養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）及び議案第２号

 令和４年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）の議案２件について願い

ます。質疑ありませんか。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

議長（青木正道君） １０番、阿部光則議員。 

１０番（阿部光則君） 阿部光則です。４件の質問をしたいと思います。まず、議案第１号、

第２号にある事業費の中の光熱費が、全体で３，６７２万余円の増額が見積もってございま

す。これは当初予算に対して何％くらいの見積り、予算になっているのかということ、それ

と高額な経過を説明していただきたい。 

 それと、９ページにある養護老人ホーム事業の特定施設基本サービス費負担金、それから

外部サービス費負担金、この内容についてお願いしたいと思います。 

 それと、老人保護措置費負担金の事務費が３３９万円となっていますが、この内容につい

てお願いします。 

 それと、会計年度任用職員の１号、２号の増額の部分、給与の補正が組んであるわけであ

りますが、ご存じのとおり、ケア労働の処遇改善ということで介護職員処遇改善支援金は

２０２２年の２月から９月まで全額国で負担してきました。ところが、この１０月からは、

たしか利用料負担金が利用者にも負担がかかるようになってきていること、そのことに対し

て、会計年度任用職員の平均的な予算を組んだときのアップの金額というのは出ているので

しょうか。それと、各特別養護老人ホームの中において、会計年度任用職員、１号、２号の

プラス、ほとんどのところはプラスなんですが、マイナスになっているところもあるんです

が、その説明をしていただければありがたいかなと思います。 

 以上です。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） お答え申し上げます。初めに、今回のそれぞれの事業費の中の光熱

水費が各施設で増額されていることにつきましては、光熱水費の中の電気料金の高騰による

ものであります。 

 主な要因につきましては、新型コロナウイルスやウクライナ侵攻等による世界情勢の急激

な悪化状況に伴う火力発電に必要な燃料価格の高騰による増のほか、この影響によりまして、
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北信広域連合が電気供給をしておりました新電力会社が本年６月末をもって契約解除となり、

新たな電気供給会社に変更となった影響によりまして、前事業者との料金の差額が増になっ

たものであります。 

 アップ率でございますけれども、１９４．４％当初予算よりアップされているということ

でございます。 

議長（青木正道君） てるさと施設長。 

てるさと施設長（栗岩康彦君） 特定施設の施設介護サービス費ということであります。養護

老人ホームを運営しておりますが、その中で介護度を持った方も当然いらっしゃるわけで、

特定施設というふうにサービス事業を行っておりまして、兼ねて訪問介護の事業を一応養護

でやっているということで、その訪問介護、養護にいながらも訪問介護をやっていて、その

介護サービス費がこちらの収入になっているというふうになっております。 

 以上でございます。 

 老人保護措置費負担金でございます。当初予算のときも計上してあるわけでございますが、

入所人員が若干当初の見込みより増えたということでありまして、それぞれ市町村に負担金、

今いる入所人員に基づいて再計算して４８３万６，０００円頂くというようになっておりま

す。その分の補正でございます。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） 続きまして、会計年度任用職員の給与のアップの関係で、今年２月

から国の助成というかがございまして、この９月までですが、それ以降も現在続けていると

ころでありますけれども、ただ、アップ率等につきましては、現在資料がございませんので、

後ほどまたお答え申し上げたいと思います。 

議長（青木正道君） １０番、阿部光則議員。 

１０番（阿部光則君） 当然、利用者にも１割の負担がかかっているんですが、この補正予算

の中には利用者からの負担の予算が見受けられないのですが、入っているのでしょうか。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） 入所者の方からの利用料につきましては、そこには含めておりませ

ん。広域連合独自でその分は負担をしております。 

議長（青木正道君） １０番、阿部光則議員。 

１０番（阿部光則君） ということは、ほかの高齢者の施設では入所者から利用料の負担を求

めているところが結構あるかと思うんですが、広域連合ではいわゆる会計年度任用職員の今
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まで続けてきたアップに対しての利用者負担はなく、広域連合で負担するというふうに理解

してよろしいわけですか。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） そのとおりでございます。 

議長（青木正道君） ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（青木正道君） なければ次に、議案第３号 令和３年度一般会計歳入歳出決算認定につ

いて願います。質疑ありませんか。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

議長（青木正道君） １７番、髙木尚史議員。 

１７番（髙木尚史君） 髙木尚史です。第３号の一般会計ですが、２点ほどお願いいたします。

まず、地域振興基金の利子で７６６万６，８６６円が決算額になっておりますが、この基金

の運用方法はどのような方法でやっているのかということと、二つ目として利子７６６万

６，８６６円の充当事業はどのような事業に充当したものかお聞かせください。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） お答え申し上げます。ただいまの地域振興基金の利子収入でござい

ますけれども、こちらにつきましては、広域連合の基金条例によりまして、収入から生ずる

収益については北信広域連合一般会計歳入歳出に予算に計上することとなっておりますので、

北信地域の振興整備のための事業に要する費用に充てているということでございます。 

 充てている先でございますけれども、初めに支出の１７ページをご覧いただきたいと思い

ますけれども、こちらの中段に２目企画費がございます。こちらにつきましては、６市町村

の観光等の事業を行っているわけでありますけれども、振興基金につきましては、各市町村

から出資していただいております。あと、一部県から補助金を頂いておりますけれども、そ

の利子につきましては、こちらの６市町村に関係する部分に活用しているということ。もう

一つ、２３ページになりますけれども、こちらは介護認定審査会費１２節委託料の要介護認

定支援システム保守点検委託料、こちらについても介護認定業務処理をするシステムであり

ますので、こちらのほうに充当してございます。 

議長（青木正道君） １７番、髙木尚史議員。 

１７番（髙木尚史君） 分かりましたが、最初の質問で、利子について一般会計に入れるとい

うのは常識で、そのことを聞いているのではないんです。基金の運用方法はどのようにして
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いるのかということです。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） 失礼いたしました。運用につきましては、額面で申し上げていきた

いと思います。一つは財投債、いわゆる国、政府の債務とちょっと違いますけれども、こち

らにつきましては、額面で５億７，０００万円ほど債券をやっているここと、あと国債につ

きましては、第１６４回の利付国債等、あと大きいので言うと、地方債の福岡県平成２５年

度第１回公募公債ということで、主にこちらについて運用しているということでございます。 

議長（青木正道君） １７番、髙木尚史議員。 

１７番（髙木尚史君） 金額については分かりましたが、単純に言って配当の利子の率はどの

ようになっていますか。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） 利子について主なものを申し上げたいと思います。財投債の先ほど

額面５億７，０００万円ということにつきましては、運用利率が０．８７２％、あと地方債

で福岡県平成２５年度第１回公募公債については０．８２４％、あと国債で額面１億

５，０００万円については０．５％等でございます。 

議長（青木正道君） ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（青木正道君） なければ、次に、議案第４号 令和３年度養護老人ホーム事業特別会計

歳入歳出決算認定について及び議案第５号 令和３年度特別養護老人ホーム事業特別会計歳

入歳出決算認定についての議案２件について願います。質疑ございますか。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

議長（青木正道君） １０番、阿部光則議員。 

１０番（阿部光則君） １０１ページ、てるさと事業費の中で、エアマットレス１０万

５，５００円なんですが、これについては、各特別養護老人ホームの中で今後増やしていく

予定があるのか。というのは、非常にエアマットレスは褥瘡については非常に効果があると

いうふうに思うので、介護人の労働の軽減にかなりなると思うんですけれども、その点につ

いてはどのようなお考えでいらっしゃるでしょうか。 

議長（青木正道君） てるさと施設長。 

てるさと施設長（栗岩康彦君） エアマットとのことであります。どこの特養でもエアマット

が必要な利用者の皆さんが増えてきておるのが現状であります。そのため、年々計画的に購
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入していくのと、あと今まであったやつがちょっと使えなくなったりして、それぞれ更新し

ていく部分ということで、全体的には増えていっているという認識であります。 

議長（青木正道君） ほかに。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

議長（青木正道君） １７番、髙木尚史議員。 

１７番（髙木尚史君） それでは、第４号と５号は関連をしておりますので、それぞれ先ほど

の１号、２号の光熱水費の高騰について、新電力会社との契約が６月に切れたということで

すが、エネルギーサービスプロバイダー（ＥＳＰ）の業務委託料、それぞれの施設で計上は

されておりますが、それぞれの金額が違っておりますけれども、それぞれの根拠はどういう

ものなのかということと、それとこのＥＳＰ事業によりまして恐らく新しい電力会社になっ

たんだというふうに思いますが、それぞれの前年と比較をして電気料金の実績がどのように

なっているかということと、前年と比べてどの程度削減がされたのか、そのことについてお

願いします。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） ただいまのＥＳＰ、エネルギーサービスプロバイダーを通してそれ

ぞれ新電力会社と契約しておりますけれども、このＥＳＰにつきましては、全体の契約金額

が１０９万５，０００円ということで、令和３年度の実績で出しております。 

 それから、昨年度の新電力会社についてと、そこから違う電気供給会社になったというこ

とについては、そちらにつきましては後ほど答弁させていただきたいと思います。資料が今

はございませんので。 

 あと、ＥＳＰのそれぞれの施設の委託料が違いますのが、契約電力量によって変わってく

るということで、それぞれ契約料金が変わってきております。 

 以上です。 

議長（青木正道君） ほかにございますか。 

 １７番、髙木尚史議員。 

１７番（髙木尚史君） 後ほどということですから、それは後ほどにして。それぞれの施設の

契約電力量によるということは、例えば施設の規模とか入所者の数とか、そういうものが一

つの根拠になってそれぞれの施設で契約をしているんだと思いますが、全体として１０９万

５，０００円という数字になるようでありますけれども、そのように捉えていいのか、それ

ともまた別にあるのか。いずれにしても、６月以降は新電力会社ということになっているよ
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うでありますけれども、そこのところでやはり、ＥＳＰ事業を取り入れたがゆえに、どの程

度電力量とあるいは料金というものが変わったのかということをしっかりと確認をしたいと

いうように思います。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） 今年度の予算の中でということで今回補正させていただいています

けれども、本年の６月末までは株式会社エネットという新電力会社でしたが、それ以降は中

部電力のパワーグリッド株式会社というところに変更になりまして、基本料金につきまして

は、ほぼ倍くらいの増額になっております。 

 以上です。 

議長（青木正道君） １７番、髙木尚史議員。 

１７番（髙木尚史君） 全体の部分は、また資料として提出をしていただければいいというよ

うに思いますが、どうも話を聞くと、いろいろと国内、国際情勢の中で電力料金が上がって

きているということは承知をしておりますが、ＥＳＰ事業を導入したということは、簡単に

言えば安くなるはずだというふうに理解をしているわけですけれども、結果として諸般の情

勢の中で必然的に電力料金が上がってきている、光熱水費が上がってきているという、そう

いうところに行き着くのかというふうに理解をしていますが、導入をするからにはそれなり

の効果があるものとして導入をすべきだったのではないか。ただ、対外的あるいは国内的な

情勢もありますけれども、いろいろと変動があるということは承知をしておりますけれども、

そのことについては今後の課題としても残るわけですが、どのように行っているのかをお聞

かせください。 

議長（青木正道君） 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） 先ほどＥＳＰを活用していることによって、金額がどのくらいされ

ているかということについては、実績ですけれども、２０２１年２月から２０２２年１月の

１年間になりますが、４７４万７９５円が削減されているということでございます。 

議長（青木正道君） ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

議長（青木正道君） ありませんければ、ここで暫時休憩いたします。 

 （休 憩）      （午後 ２時２４分） 

 （再 開）      （午後 ２時２６分） 

議長（青木正道君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 先ほど、答え残しのある部分を答弁を願います。 

 事務局長。 

事務局長（秋元正幸君） 先ほど、阿部議員から質問ございました会計年度任用職員の処遇改

善のアップ率の関係でございますけれども、本年２月から処遇改善をしておりますが、１人

当たり平均で月額約４，３００円、２．３％の改善となってございます。 

 以上です。 

議長（青木正道君） 以上で議案質疑を終結いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ２ 一般質問 

議長（青木正道君） 日程２ これより一般質問を行います。 

 通告がありませんので、以上で一般質問を終結いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ３ 討論、採決 

議長（青木正道君） 日程３ 討論、採決を行います。 

 初めに討論を行います。討論のあります方は、早急に書面をもって、議長の手元まで通告

願います。なお、発言通告書は次長補佐のところにあります。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 （休 憩）      （午後 ２時２７分） 

 （再 開）      （午後 ２時２７分） 

議長（青木正道君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 通告がありませんので、以上で討論を終結いたします。 

 これより採決に入ります。 

 初めに、議案第１号 令和４年度養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）につい

て採決いたします。 

 お諮りいたします。議案第１号について、原案のとおり可決することに賛成の議員の起立

を求めます。 

（起 立 全 員） 

議長（青木正道君） 起立全員であります。よって、議案第１号は原案のとおり可決されまし

た。 

 次に、議案第２号 令和４年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）につ
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いて採決いたします。 

 お諮りいたします。議案第２号について、原案のとおり可決することに賛成の議員の起立

を求めます。 

（起 立 全 員） 

議長（青木正道君） 起立全員であります。よって、議案第２号は原案のとおり可決されまし

た。 

 次に、議案第３号 令和３年度一般会計歳入歳出決算認定について採決いたします。 

 お諮りいたします。議案第３号について、原案のとおり認定することに賛成の議員の起立

を求めます。 

（起 立 全 員） 

議長（青木正道君） 起立全員であります。よって、議案第３号は原案のとおり認定されまし

た。 

 次に、議案第４号 令和３年度養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について採

決いたします。 

 お諮りいたします。議案第４号について、原案のとおり認定することに賛成の議員の起立

を求めます。 

（起 立 全 員） 

議長（青木正道君） 起立全員であります。よって、議案第４号は原案のとおり認定されまし

た。 

 次に、議案第５号 令和３年度特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て採決いたします。 

 お諮りいたします。議案第５号について、原案のとおり認定することに賛成の議員の起立

を求めます。 

（起 立 全 員） 

議長（青木正道君） 起立全員であります。よって、議案第５号は原案のとおり認定されまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（青木正道君） 以上で予定した議事は全部終了いたしました。 

 ここで連合長から挨拶があります。 

 連合長。 
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（広域連合長 湯本隆英君 登壇） 

広域連合長（湯本隆英君） 令和４年１０月北信広域連合議会定例会の閉会に当たりまして、

一言、ご挨拶を申し上げます。 

 １１月４日から本日までの会期中、議員各位におかれましては慎重にご審議いただき、上

程を申し上げました各議案とも、それぞれお認めをいただき誠にありがとうございました。 

 今後も各施設では新型コロナウイルス感染症予防対策をしっかりと実施するとともに、

サービスの充実を図り、各組織市町村と連携を密にしながら、地域福祉の向上はもとより地

域経済の発展に向けた事業促進に努めてまいりたいと考えております。 

 議員各位におかれましては、北信地域発展のために、より一層のご支援、ご協力を賜りま

すようお願い申し上げますとともに、今後のご健勝とご活躍をご祈念いたしまして、閉会の

挨拶といたします。 

 本日は大変ありがとうございました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ４ 閉 会 

議長（青木正道君） 以上をもちまして、令和４年１０月北信広域連合議会定例会を閉会いた

します。ご苦労さまでした。 

 （閉 会）      （午後 ２時３１分） 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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